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シャーマニズム治療実践をめぐる地域的偏り 

北インド、ラダックの事例より 

 

宮坂清（国士舘大学） 

 

近年の人類学におけるシャーマニズム研究の関心のひとつが、個々のシャーマニズム実践がより大きな社会と

関わるなかで経験する変動をいかに描くかといった点にあることはすでによく指摘されてきている。本発表では

北インドのラダック地方の事例をとりあげ、急激に近代化が進む都市部と取り残されつつある周辺部のあいだの

シャーマニズム治療実践の偏りについて検討を行い、社会とシャーマニズム実践の関係について考える。 

 発表者はこれまで北インドのラダックにおいて、ラモ／ラバ（ 女性シャーマン／男性シャーマン） が土着神

ラーを憑依させて行う、主に病気治しを目的とした儀礼の調査を行ってきた。比較的人口の密集したラダック唯

一の都市レーとその周辺地域で調査を行い、その際に知り得たラモ／ラバはすべてチベット仏教徒であった。彼

らの多くは女性であり、患部から「ティブ」と呼ばれる異物を吸い出す「治療」を中心にしていることで共通す

る。ところが、当該地域を離れると出会うのはラバ（ 男性） ばかりとなり、かつ必ずしも吸い出しを行わない

ことが判明してきた。たとえばラダック西部のムルベック村には近隣村落で唯一のラバがいるが、彼は吸い出し

治療を行わないばかりかそれを詐術であると断じた。また東部の高原地帯でよく知られる遊牧民のラバも吸い出

しはしないと語った。広大かつアクセス困難な地域が多くもとより網羅的な調査はできていないが、文献資料を

あわせて検討しても、レーを中心とした比較的人口の密集した地域とそれ以外の地域を比較した場合、ジェンダ

ーと実践法に上記のような偏りがあると考えられる。 

 都市部にラモ（ 女性） が多いという傾向は、近代化に伴い周縁化された人々がシャーマニズムと関わりをも

つようになるというルイスの説により説明が可能である（ Kressing 2003）。ラダックは農耕を中心とした生業
が一般的だが、極端に人口が密集し近代化が進んだレーとその周辺で男性の賃金労働者が増え、それに伴い女性

が周縁化されていることが指摘されている（ Hay 1999）。1950 年代以降、インドと中国やパキスタンの関係が
緊張を増すにつれ軍の雇用が増えたこと、1974 年に自動車道路がレーに通じ物流や観光関係の雇用が増えたこと
がその背景にある。 

 吸い出し治療の偏りについてはもう少し込み入った説明が必要となる。一般に現代の「心霊手術」は、近代医

学の行う手術の技術崇拝と土着的な呪術信仰が結合したものと理解される。ラダックへの近代医学の導入は19 世
紀に遡り、今日レーにある州立の総合病院ではむろん外科手術も行われている。また、チベット医学医が間接痛

などに対し瀉血療法を行うことは一般的である。一方、ラダックで行われているティブの吸い出しがいつ始まっ

たのかははっきりしないが、チベット文化圏で広く類似した方法が行われていることからして、少なくとも近代

医学の普及よりは古いと考えられる。したがって吸い出し法の成立に影響を与えたとすれば、それは近代医学の

手術であるよりはチベット医学医の行う瀉血療法であると考えるのが妥当だろう。だが、昨今レーとその周辺地

域におけるラモ／ラバが吸い出しを極端に偏重するに至ったのは比較的最近であると考えられ、その過程には近

代医学の行う手術への信仰が影響している可能性がある。 

 以上のように、ラダックのシャーマニズム治療実践はより大きな社会の変容や、他の医療システムから影響を

受けた時期の違いのために、都市部と辺境地域のあいだに偏りが生じているということができる。ただしラダッ

クにおけるシャーマニズム治療実践についての研究は、発表者の研究も含め、レーとその周辺地域に偏る傾向に

あり、それ以外の辺境地域についてはあまり知られていない。上記の説明についても仮説の域を出ず、調査を継

続する必要がある。 
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